
 
                         

 

    

今回の特集は「歩けば、歩け！歩くとき。」 

人類の進化の歴史は、直立二足歩行を始めたときからという説があります。机に向かって

いてうまく考えがまとまらないときも、散歩したりすることで、ひらめきが生まれることも。

日常の行為なのに、心と体にふしぎな作用を与える「歩く」ということ。今号ではそんな「歩

く」をキーワードにして物語をえらびました。さまざまな「歩く」本をお楽しみください。 

  

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年8月発行 
大阪市立中央図書館B1F ヤングコーナー 

 

第74号 

10代のためのオススメ本&新着図書情報 

『死のロングウォーク』 スティーヴン・キング/著 ; 沼

尻 素子/訳/著 扶桑社 1989 年刊 （書誌 ID 

0000240501） 

 

 

どんなにいい奴でも打ちとけたり、友達に 

なったりしちゃいけない 『夜は短し歩けよ乙女』(角川文庫) 森見 登美彦/著  

株式会社 KADOKAWA  2008 年刊 （書誌 ID 

0011781429） 「黒髪の乙女」にひそかに想

いを寄せる「先輩」は、夜の先

斗町に、下鴨神社の古本市に、

大学の学園祭に、彼女の姿を追

い求めた。けれど先輩の想いに

気づかない彼女は、頻発する

“偶然の出逢い"にも「奇遇です

ねえ!」と言うばかり。そんな2

人を待ち受けるのは、個性溢れ

る曲者(くせもの)たちと珍事件

の数々だった。山本周五郎賞を

受賞し、2007年本屋大賞2位にも

選ばれた、キュートでポップな

恋愛ファンタジーの傑作。 

 

近未来のアメリカ。そこでは選抜さ

れた十四歳から十六歳までの少年

100 人を集めて毎年五月に〈ロング

ウォーク〉という競技が行われてい

た。アメリカ・カナダの国境から出

発し、コース上をただひたすら南へ

歩くだけという単純な競技だ。だ

が、歩行速度が時速四マイル以下に

なると警告を受け、一時間に三回以

上警告を受けると射殺される。この

競技にはゴールはない。最後の一人

になるまで、つまり九九人が殺され

るまで、昼も夜もなく競技はつづく

のだ。体力と精神力の限界と闘いな

がら、少年たちは一人また一人と脱

落し、射殺されていく。彼らは歩き

ながら、境遇を語り、冗談を交わし、

おたがいを励ましあう。この絶望的

な極限状況で最後まで生き残るの

ははたして誰なのか-。死と直面す

る少年たちの苦闘を描いた、鬼才キ

ングの問題作、ついに登場。 

『夜のピクニック』(新潮文庫) 恩田 陸/著 新潮社 2006年刊 

(書誌ID 0011274762)  高校生活最後を飾るイベント「歩

行祭」。それは全校生徒が夜を徹して

80キロ歩き通すという、北高の伝統

行事だった。甲田貴子は密かな誓い

を胸に抱いて歩行祭にのぞんだ。三

年間、誰にも言えなかった秘密を清

算するために-。学校生活の思い出や

卒業後の夢などを語らいつつ、親友

たちと歩きながらも、貴子だけは、

小さな賭けに胸を焦がしていた。

2005 年本屋大賞を受賞した永遠の

青春小説。 

 

『ぼくはあるいた まっすぐ まっすぐ 』 マーガレッ

ト・ワイズ・ブラウン/作 坪井郁美/文 林 明子/絵 

ペンギン社 1984年刊 （書誌ID 0000177393） 

こどもの頃、道をただひたすら

まっすぐ進んでいこうとしたり、

歩いてどこまでいけるか試した

りしませんでしたか。この絵本の

主人公は、初めて行くおばあちゃ

んちへの道のりで、いろんな初め

てに出会います。この本を読む

と、一人で出かけた時のわくわく

感や、うちから離れていく時の少

し不安な気持ちを思い出します。 

おばあちゃんち目指してひたすらまっすぐ 

おかしなすれちがいラブ 

こんな学校行事があったら切ない 

になるまで、つまり九九人が殺されるまで、昼も夜もなく競

技はつづくのだ。体力と精神力の限界と闘いながら、少年た

ちは一人また一人と脱落し、射殺されていく。彼らは歩きな

がら、境遇を語り、冗談を交わし、おたがいを励ましあう。

この絶望的な極限状況で最後まで生き残るのははたして誰

なのか-。死と直面する少年たちの苦闘を描いた、鬼才キン

グの問題作。 

ヤングコーナー 作品展示のお知らせ 

大阪コミュニケーションアート専門学校の学生の方々

の作品をお借りして展示しています。 

架空の本をイメージして作り上げた様々な表紙デザイ

ンをごらんください。 展示期間：～9月16日（水） 

 



第4回 書評漫才グランプリ in OSAKA 開催！ 

10代のコンビがお気に入りの本を漫才形式で紹介し、 

グランプリを決定します。ただいま出場者募集中！！ 

くわしくは →「大阪市立図書館ホームページTOP」→ 

「ティーンズのページ・書評漫才グランプリのバナー」→ 

「書評漫才グランプリのページ」から 

  2015（平成27）年11月23日（月・祝） 

       小学生の部・10時～12時  

      中学生以上の部・14時30分～16時30分 

    大阪市立中央図書館・5階大会議室 

 

大阪市立中央図書館 ヤングコーナー講演会        教えて先輩！教えて後輩！ 

「ＳＮＳってどうですか？」 
  講師：旭ＬＩＮＥ同盟×西川智宏さん 

(大阪府立旭高等学校生徒有志)  （梅田朝カフェの会主催） 

 

ＳＮＳ疲れ？ LINEいじめ？ なりすまし被害？ ＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス）

の登場により、新たなつながりが生まれた一方で、新たな問題も指摘されています。でも、使っ

たことがない人にとっては、分かったような、分からないような…。そこで、現役高校生である

「旭LINE同盟」の皆さんと、「梅田朝カフェの会」を主催する西川さんにSNS利用の本音を

教えていただき、一緒にSNSとの上手な付き合い方を考えましょう！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ホームページアドレスhttp://www.oml.city.osaka.lg.jp/ 
Twitter(ツイッター)公式アカウント @oml_tweet 

ヤングコーナー 図書展示のお知らせ 
「ホラー」展  

「多様な性とLGBT」展 

～2015(平成27)年9月16日(水) 
ミニ図書展示  

「りんご通信 第74号 歩けば、歩け！歩くとき」展 

 2015(平成27)年8月21日(金)～9月16日(水) 

 中央図書館・地下1階・ヤングコーナーにて展示中 

 

《住所》 〒550-0014 大阪市西区北堀江４－３－２ 

《電話》  06-6539-3300（インフォメーション）  

《最寄り駅》 地下鉄千日前線・長堀鶴見緑地線西長堀駅下車 

 ７号出口すぐ 

《開館時間》 

月曜日～金曜日（第1・第3木曜日は休館）9時15分～20時30分 

土曜日・日曜日・祝休日 9時15分～17時 

《休館日》 

毎月第1・3木曜日（国民の祝日と休日にあたる場合は開館） 

蔵書点検期間 （2015年は4月9日（木）～16日（木）） 

年末年始 

 

 

 

＜第１部 講演会＞ 

①現役高校生は LINE をどう使っているの？

（旭LINE同盟） 

②大人は Facebook をどう活用しているの？

（西川智宏 氏） 

＜第２部ディスカッション＞ 

SNSとどう付き合ったら良いの？ 

日時：平成27年９月27日（日） 

   午後２時～3時30分（開場１時30分） 

会場：大阪市立中央図書館 5階大会議室 

対象：どなたでも   

定員：当日先着100名  入場無料 

 

大阪市立中央図書館の場所はこちら 

（ヤングコーナーは地下1階です） 


